
入院時情報連携シート活用に関する現状報告 

 入院時情報連携シートは、北名古屋ケアマネ会、ケアマる会きよす、豊山町ケアマネ会が

中心となり、尾張中部地域内４病院連携室に協力いただき、レインボーネットプロジェクト

機能を活用、検討を重ね完成したものである。シートデータについては、令和２年１０月末

にレインボーネットを通して、各ケアマネ会へ周知を図っている。 

 活用を始めて約５ケ月が経過しようとする中、シートの内容を評価し見直すことで、より

活用が促進されるよう現在検討している。 

 それに伴い、まずは①シートを活用しているかどうか、②連携先医療機関を把握するため、

事前アンケートを実施した。結果は以下のとおりである。 

・清須市ケアマネ会所属事業所：17事業所 （回答率 100％） 

問い 回答内容 

1 活用の有無 している 10 事業所 していない 7 事業所 活用率 59% 
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連携先医療機関 

五条川リハビリテーション病院  はるひ呼吸器病院 

済衆館病院 稲沢市民病院 

大雄会病院 一宮市立市民病院 

一宮西病院 小牧市民病院 

あま市民病院 好生館病院 

名古屋医療センター 名鉄病院 

名古屋第一赤十字病院 西部医療センター 

名城病院 大菅病院 

米田病院 名古屋大学医学部付属病院 

まつかげシニアホスピタル  

 （市町別） 
清須市、北名古屋市、稲沢市、一宮市、小牧市、あま市 

名古屋市（中区・西区・中村区・北区・昭和区・中川区） 

3 活用していない背景 

個々の病院指定の入院シートがあるため。 

以前から使用しているものを使っているため。 

今まで使用していた入院シートの方が使い慣れている。 

今まで使用していたもので特に問題なかったため、今のところ

活用したことはない。 

【今後について】 

令和３年度４月以降、シート活用事業所に調査を行い、シート内容を評価し、それに応じて

内容を見直す予定。 
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